























































Analysis of Interaction during Conversation between Nursery
Department Students and Humanoid Robot Pepper







ち、動画番号 1101 ～ 1114 までの 14 本について
は、Pepper と対話をする人数が１名であり、人
とロボットの対話環境が１対１である。動画番号



























いた機器は iPhone 12 Pro（Apple 社製）である。






2020 年６月～ 12 月にかけて、幼児保育学科の
学生 19 名（１年生 12 名、２年生７名）を被験者
として Pepper との対話風景を動画撮影した。取
得した動画データと被験者学生の一覧を表１に示














1101 2020-12-16 1'11'' 学生A 1名
1102 2020-12-10 1'17" 学生B 1名
1103 2020-06-08 0'31" 学生C 1名
1104 2020-12-11 1'46'' 学生D 1名
1105 2020-12-11 1'04'' 学生E 1名
1106 2020-12-11 2'42'' 学生F 1名
1107 2020-12-14 1'38'' 学生G 1名
1108 2020-12-14 3'19'' 学生H 1名
1109 2020-12-14 0'51'' 学生I 1名
1110 2020-12-14 2'06'' 学生J 1名
1111 2020-12-17 0'25'' 学生K 1名
1112 2020-12-17 0'48'' 学生L 1名
1113 2020-12-18 0'06'' 学生M 1名
1114 2020-12-21 2'37'' 学生N 1名
1201 2020-12-10 1'49'' 学生O, （学生C） 1名（＋近くに友人1名）
1202 2020-07-03 1'15'' 学生E, （学生D） 1名（＋近くに友人1名）
2101 2020-07-03 2'37'' 学生L, 学生Q 2名
2102 2020-12-19 2'02'' 学生R, 学⽣S 1名、途中から2名





















1101 2020-12-16 1'11'' 学生A 1名
1102 2020-12-10 1'17" 学生B 1名
1103 2020-06-08 0'31" 学生C 1名
1104 2020-12-11 1'46'' 学生D 1名
1105 2020-12-11 1'04'' 学生E 1名
1106 2020-12-11 2'42'' F 1名
1107 2020-12-14 1'38'' 学生G 1名
1108 2020-12-14 3'19'' 学生H 1名
1109 2020-12-14 0'51'' 学生I 1名
1110 2020-12-14 2'06'' 学生J 1名
1111 2020-12-17 0'25'' 学生K 1名
1112 2020-12-17 0'48'' 学生L 1名
1113 2020-12-18 0'06'' 学生M 1名
1114 2020-12-21 2'37'' 学生N 1名
1201 2020-12-10 1'49'' 学生O, （学生C） 1名（＋近くに友人1名）
1202 2020-07-03 1'15'' 学生E, （学生D） 1名（＋近くに友人1名）
2101 2020-07-03 2'37'' 学生L, 学生Q 2名
2102 2020-12-19 2'02'' 学生R, 学⽣S 1名、途中から2名








にテストとして Pepper から 2.0m の位置、1.0m
















































動画番号 撮影年月日 動画撮影総時間 被験者学生 Pepper と対話する人数YYYY-MM-DD 分　秒
1101 2020-12-16 1’11” 学生Ａ １名
1102 2020-12-10 1’17” 学生Ｂ １名
1103 2020-06-08 0’31” 学生Ｃ １名
1104 2020-12-11 1’46” 学生Ｄ １名
1105 2020-12-11 1’04” 学生Ｅ １名
1106 2020-12-11 2’42” 学生Ｆ １名
1107 2020-12-14 1’38” 学生Ｇ １名
1108 2020-12-14 3’19” 学生Ｈ １名
1109 2020-12-14 0’51” 学生Ｉ １名
1110 2020-12-14 2’06” 学生Ｊ １名
1111 2020-12-17 0’25” 学生Ｋ １名
1112 2020-12-17 0’48” 学生Ｌ １名
1113 2020-12-18 0’06” 学生Ｍ １名
1114 2020-12-21 2’37” 学生Ｎ １名
1201 2020-12-10 1’49” 学生Ｏ , （学生Ｃ） １名（＋近くに友人１名）
1202 2020-07-03 1’14” 学生Ｅ , （学生Ｄ） １名（＋近くに友人１名）
2101 2020-07-03 2’37” 学生Ｌ , 学生Ｑ ２名
2102 2020-12-19 2’02” 学生Ｒ , 学生Ｓ １名、途中から２名





























































































































図４ 1 対 1 の対話場面における位置関係
 
図５ 周囲に友人がいた場合の 1 対 1 の
対話場面における位置関係 
 
図６ 1 対 2 の対話場面における位置関係
 




時間 被験者の行動項目 行動場面番号 被験者発話 Pepper 発話
0’00” 対面する 001 P：（お話し）ちゃいますー？
0’01” 笑ってのけぞる Ａ：えっふっふっ！
0’02”





























0’32” 正対する 006 P：ちょっといまはわかんないけ
ど、どんなのー？0’33” うなずく Ａ：うん
0’34”



















































































時間 被験者の行動項目 行動場面番号 被験者発話 Pepper 発話














0’12” Ｐと正対して会話をする 005 Ｐ：あっ、おはようございます
0’13”
0’14” お辞儀をする Ｃ：おはようございます
0’15” Ｐが手を伸ばしたので後ずさりする 006 Ｃ：ねえなに、いやだ、この手
0’16”
0’17” ペッパーの指を指で細かく触れて握手する 007 Ｐ：朝ごはん、食べちゃいました？
0’18”
0’19” 元の位置に戻る 008 Ｃ：食べちゃいましたー
0’20”
0’21”













































































図４ 1 対 1 の対話場面における位置関係
 
図５ 周囲に友人がいた場合の 1 対 1 の
対話場面における位置関係 
 
図６ 1 対 2 の対話場面における位置関係
 
図７ 1 対 3 の対話場面における位置関係 
 
図６　１対２の対話場面における位置関係

















図４ 1 対 1 の対話場面における位置関係
 
図５ 周囲に友人がいた場合の 1 対 1 の
対話場面における位置関係 
 
図６ 1 対 2 の対話場面における位置関係
 







時間 被験者の行動項目 行動場面番号 被験者発話 Pepper 発話
0’00” E：対面する 001 E：うざくない














0’15” E：ペッパーと会話をする 003 P：あ、もう、12 時 40 分だよ
0’16” E：振り返って時計を見る
0’17”





















































0’69” E：近づき話しかける 010 E：い、いいよ
0’70” E：元の位置に戻る






時間 被験者の行動項目 行動場面番号 被験者発話 Pepper 発話
0’00” LQ：２人でＰを見る 001 Ｑ：考えちゃった？
0’01” LQ：２人で笑う LQ：あはは（笑い声）
0’02”






























0’27” LQ：２人でＰと向き合う 007 Ｌ：そうだね
0’28” Ｑ：そうだね？あはは（笑い声）
0’29”








0’38” Ｐ to Ｌ：あ、
0’39”
0’40” LQ：２人で顔を見合わせる 008 Ｌ：いま、あっていった




0’45” LQ：２人でＰと向き合う Ｐ to Ｌ：ちょっとおしゃべりは
休憩するね0’46”
0’47” Ｌ：T の方を振り向く Ｌ：ええ、はい







0’55” Ｐ to Ｌ：あのう





1’01” LQ：２人で顔を見合わせる 012 Ｑ：部屋の戸締り？
1’02”
1’03” LQ：２人でＰと向き合う Ｌ：ええ？だい、大丈夫うーん






1’07” Ｑ：Ｌに話しかける 013 Ｑ：なんでえ？
1’08” Ｌ：心配されてる
1’09”
1’10” Ｌ：T の方を振り向く 014 （T：後ろの扉が開いてる）
1’11” LQ：後ろの扉を振り向く Ｌ：あそこが開いてるから？
1’12” Ｌ：T の方を振り向く Ｌ：え、すごい








1’21” LQ：２人で会話をする 017 Ｌ：何が？





1’27” LQ：２人で顔を見合わせる 018 Ｑ：めっちゃみてる
1’28” Ｌ：Ｐと向き合う　Ｑ：後ろを向く Ｌ：めっちゃみてる Ｐ to Ｑ：うん？
1’29” Ｑ：右手でＰの視線を隠す Ｑ：めっちゃ見てるよ、こっち
見てるよ1’30”

















1’46” Ｌ：Ｐの正面に移動して 1 対 1 になる Ｌ：行っちゃったよ
1’47”
1’48” Ｌ：Ｐに手を振る Ｐ to Ｌ：ねえ、ねえ、ねえ
1’49”






1’56” Ｌ：Ｑを振り返る 022 Ｐ to Ｌ：ペッパーでーす
1’57” LQ：２人でＰと向き合う Ｌ :（笑い声）
1’58” LQ：２人で笑う
1’59” Ｐ to Ｌ：あのねあのね
2’00” Ｌ：Ｐに手を振る
2’01” Ｌ：うん


















はＬＱ : と明記した。また、Pepper 発話につい
ても、どちらの被験者を見ながら発話しているの
かを示すため、Ｌに向かって発話している場合に
はＰ to Ｌ :、Ｑに向かって発話している場合には
































2’20” Ｐ to Ｌ：ねえねえ
2’21” LQ：２人で笑う LQ:（笑い声）




2’26” Ｌ：時計を見ようとする 027 Ｌ：よくわかるねえ
2’27” Ｑ：時計を見ようとする Ｐ to Ｌ：うん
2’28” Ｐ to Ｌ：２時 53 分だよ
2’29”
2’30”






2’37” Ｌ：T の方を振り向く 029 LQ:（笑い声）
表５（つづき）　Pepper と被験者Ｌ、Ｑの発話及び行動
図７　１対３の対話場面における位置関係

















図４ 1 対 1 の対話場面における位置関係
 
図５ 周囲に友人がいた場合の 1 対 1 の
対話場面におけ 位置関係 
 
図６ 1 対 2 の対話場面における位置関係
 



























時間 被験者の行動項目 行動場面番号 被験者発話 Pepper 発話
0’00” RSU：P に視線を向けないで笑う 001
0’01”
0’02”
0’03” RSU：P を観察 002 Ｕ：困ってる、困ってる
0’04”















0’20” Ｓ：Ｐが入っていた段ボールを指し 005 Ｓ：これ見てるよ、これ
0’21” Ｓ：お家に帰りたいの？ Ｐ：うーん！
0’22”









0’32” RSU：床を見回す 008 Ｒ：してないよ
0’33”
0’34” Ｓ：顔をあげペッパーを見る 009 Ｒ：きれいだよ
0’35” RSU：（笑い声）
0’36”



























Pepper と の 対 話 時 に お け る 被 験 者 と
Pepper の間の距離Ｄの測定結果を表７に示す。
対象としたのは表１のデータのうち動画番号
1101 ～ 2101 に該当する 16 名（１年生９名、２













いての度数分布図を示す。母集団の数ｎ = 16 に


























1101 1’11” 0’04” 学生Ａ １ 0.6
1102 1’17” 0’04” 学生Ｂ ２ 0.5
1103 0’31” 0’05” 学生Ｃ ２ 0.3
1104 1’46” 0’04” 学生Ｄ ２ 0.7
1202 1’14” 0’15” 学生Ｅ ２ 0.7
1106 2’42” 0’06” 学生Ｆ １ 0.4
1107 1’38” 0’02” 学生Ｇ １ 0.4
1108 3’19” 1’17” 学生Ｈ １ 0.6
1109 0’51” 0’06” 学生Ｉ ２ 0.4
1110 2’06” 0’13” 学生Ｊ ２ 0.5
1111 0’25” 0’02” 学生Ｋ １ 0.5
1112 0’48” 0’03” 学生Ｌ １ 0.3
1113 0’06” 0’03” 学生Ｍ １ 0.4
1114 2’37” 0’03” 学生Ｎ １ 0.5
1201 1’49” 0’05” 学生Ｏ ２ 0.6




１年 ２年 Ｆ値（ｎ = ９） （ｎ = ７）
Mean 0.456 0.529 1.36 n.s.
SD 0.096 0.139






































表７ 人と Pepper の対話における距離 
動画撮影 距離測定 Pepperから
総時間 時刻 の距離 D
分 秒 分 秒 m
1101 1'11'' 0'04'' 学生A 1 0.6
1102 1'17" 0'04'' 学生B 2 0.5
1103 0'31" 0'05'' 学生C 2 0.3
1104 1'46'' 0'04'' 学生D 2 0.7
1202 1'15'' 0'15'' 学生E 2 0.7
1106 2'42'' 0'06'' 学生F 1 0.4
1107 1'38'' 0'02'' 学生G 1 0.4
1108 3'19'' 1'17'' 学生H 1 0.6
1109 0'51'' 0'06'' 学生I 2 0.4
1110 2'06'' 0'13'' 学生J 2 0.5
1111 0'25'' 0'02'' 学生K 1 0.5
1112 0'48'' 0'03'' 学生L 1 0.3
1113 0'06'' 0'03'' 学生M 1 0.4
1114 2'37'' 0'03'' 学生N 1 0.5
1201 1'49'' 0'05'' 学生O 2 0.6
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